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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】アクリル人形等の被収納物に擦り傷を付けない 
ように安全に収納できる、すっきりとした外観のケース 
を提供する。
【解決手段】ケース１は、底板２、枠材３、蓋板４の３ 
枚の板材と、この３枚の板材を留めるクリップ５とで構 
成され、クリップは断面視が略コ字状で、基端には底板 
の厚み以下の長さ、上向きに折り曲がっている第１折り 
曲げ部５ａが設けられ、クリップは、基端から底板の下 
面を通る部分５ｂと、底板から蓋板へと向けて折り曲げ 
た第２折り曲げ部５ｃと、蓋板の上面で折り曲げた第３ 
折り曲げ部５ｄと、を有し、底板はクリップの基端の第 
１折り曲げ部と第２折り曲げ部との間に挟み持たれる部 
分を形成する切り欠きを有し、枠板はその厚みで、内側 
にケースの側面を形成し、外側の形状は、スリット状の 
切り欠きを除いて、切り欠きを設ける前の底板の形状と 
同一の外周形状を有し、蓋板は、クリップに係止される 
切り欠きを有している。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全8頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
下 か ら 上 へ と 、 予 め 定 め た 外 周 形 状 の 底 板 、 枠 材 、 蓋 板 を 積 層 し た 複 数 の 板 材 と 、 前 記 複  
数 の 板 材 を 重 ね た 状 態 で 、 底 板 の 下 面 と 蓋 板 の 上 面 と を 挟 み 持 ち 、 １ つ に 留 め る 、 長 さ の  
あ る 板 材 を 、 断 面 視 、 略 コ 字 状 に 折 り 曲 げ た 構 成 の ク リ ッ プ と 、 を 備 え 、
　 前 記 ク リ ッ プ は 、 前 記 底 板 の 下 面 に お い て 、 当 該 底 板 の 厚 み 以 下 の 長 さ 、 上 向 き に 折 り  
曲 が っ て い る 第 1 折 り 曲 げ 部 を 基 端 に 有 し て お り 、 当 該 基 端 か ら 底 板 の 下 面 を 通 る 部 分 と  
、 当 該 部 分 の 先 端 で 、 底 板 か ら 蓋 板 へ と 向 け て 折 り 曲 げ た 第 ２ 折 り 曲 げ 部 と 、 当 該 第 ２ 折  
り 曲 げ 部 か ら 伸 び る 部 分 を 、 蓋 板 の 上 面 で 折 り 曲 げ た 第 ３ 折 り 曲 げ 部 と 、 を 有 し て お り 、
　 前 記 底 板 は 、 第 1 折 り 曲 げ 部 と 第 ２ 折 り 曲 げ 部 と の 間 に 挟 み 持 た れ る 部 分 を 形 成 す る 切  
り 欠 き を 、 有 し て お り 、
　 前 記 枠 材 は 、 前 記 底 板 上 に 取 り 付 け ら れ 、 当 該 底 板 の 、 切 り 欠 き を 設 け る 前 の 形 状 と 同  
一 の 外 周 形 状 を 有 す る 枠 材 に 、 前 記 ク リ ッ プ の 第 ２ 折 り 曲 げ 部 か ら 第 ３ 折 り 曲 げ 部 の 間 に  
あ る 部 分 を 通 す ス リ ッ ト 状 の 切 り 欠 き を 設 け た 形 状 を 有 し て お り 、
　 前 記 蓋 板 は 、 前 記 ク リ ッ プ の 第 ２ 折 り 曲 げ 部 を 上 面 側 に 通 す 切 り 欠 き を 有 し 、 ク リ ッ プ  
に 留 め る こ と に よ っ て 枠 材 上 を 閉 じ 、 外 す こ と に よ っ て 開 放 す る よ う に 枠 材 上 に 取 り 付 け  
ら れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ケ ー ス に お い て 、
　 前 記 枠 材 を 前 記 底 板 に 留 め る 連 結 部 と 、
　 前 記 蓋 板 の ク リ ッ プ 位 置 か ら 見 て 遠 位 側 の 部 分 を 、 前 記 枠 材 に 枢 動 可 能 な 状 態 で 留 め る  
別 の 連 結 部 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ケ ー ス に お い て 、
　 前 記 蓋 板 は 、 ケ ー ス 収 納 物 を 可 視 化 す る 透 明 部 分 を 有 し て い る 、 こ と を 特 徴 と す る ケ ー  
ス 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の ケ ー ス に お い て 、
　 前 記 底 板 、 枠 材 、 蓋 板 は 、 透 明 の ア ク リ ル 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る ケ  
ー ス 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 ケ ー ス 、 特 に 、 フ ィ ギ ュ ア を 収 納 す る 、 デ ィ ス プ レ イ 性 を 有 す る 透 明 樹 脂 ケ  
ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 五 月 人 形 、 ひ な 人 形 等 を 収 納 し 、 棚 に 飾 る タ イ プ の 透 明 樹 脂 ケ ー ス は 、 良 く 知 ら れ て い  
る 。 近 年 、 気 に 入 っ た ア イ ド ル 、 ア ニ メ ・ 漫 画 等 の 登 場 人 物 の ア ク リ ル 人 形 を 鞄 に 取 り 付  
け て 持 ち 歩 く 「 推 し 活 」 が 流 行 し て い る 。 し か し 、 傷 が つ く の で 、 ア ク リ ル 人 形 を む き 出  
し で 持 ち 歩 き た く な い 、 と 考 え る 人 が 多 く い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 写 真 や ト レ ー デ ィ ン グ カ ー ド 等 を 入 れ て 持 ち 歩 く の に 使 え る  
ケ ー ス が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 意 匠 登 録 第 １ ７ ４ ９ ９ ７ ４ 号
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 1 に 開 示 す る ケ ー ス は 、 上 空 き 型 の 封 筒 の よ う に 、 ケ ー ス の 上 側 の 蓋 を 外 し て  
、 差 し 込 み 口 か ら 、 写 真 や ト レ ー デ ィ ン グ カ ー ド を 差 し 入 れ て 、 使 用 す る 。 同 様 の 構 成 は  
、 例 え ば 、 ア ク リ ル 人 形 を 入 れ て 使 う こ と も 可 能 な よ う に 見 え る 。 し か し 、 差 し 込 み 口 の  
サ イ ズ が ア ク リ ル 人 形 の 厚 み よ り 僅 か に 大 き い 程 度 だ と 、 差 し 入 れ る 途 中 で ア ク リ ル 人 形  
の 顔 等 の 部 分 に 擦 り 傷 が 付 く 恐 れ が あ る 。 例 え ば 、 収 納 部 分 の 面 を 開 閉 動 作 可 能 に し よ う  
と す る と 、 蝶 番 、 ツ マ ミ 等 を 取 り 付 け る 必 要 が 生 じ 、 結 果 、 ケ ー ス そ の も の の 外 形 が 煩 雑  
な 感 じ を 与 え る も の に 成 っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 ア ク リ ル 人 形 等 の 被 収 納 物  
を 擦 り 傷 を 付 け な い よ う に 安 全 に 収 納 で き る 、 す っ き り と し た 外 観 の ケ ー ス を 提 供 す る こ  
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 考 案 の ケ ー ス は 、 下 か ら 上 へ と 、 予 め 定 め た 外 周 形 状 の 底  
板 、 枠 材 、 蓋 板 を 積 層 し た 複 数 の 板 材 と 、 前 記 複 数 の 板 材 を 重 ね た 状 態 で 、 底 板 の 下 面 と  
蓋 板 の 上 面 と を 挟 み 持 ち 、 １ つ に 留 め る 、 長 さ の あ る 板 材 を 、 断 面 視 、 略 コ 字 状 に 折 り 曲  
げ た 構 成 の ク リ ッ プ と 、 を 備 え 、 前 記 ク リ ッ プ は 、 前 記 底 板 の 下 面 に お い て 、 当 該 底 板 の  
厚 み 以 下 の 長 さ 、 上 向 き に 折 り 曲 が っ て い る 第 1 折 り 曲 げ 部 を 基 端 に 有 し て お り 、 当 該 基  
端 か ら 底 板 の 下 面 を 通 る 部 分 と 、 当 該 部 分 の 先 端 で 、 底 板 か ら 蓋 板 へ と 向 け て 折 り 曲 げ た  
第 ２ 折 り 曲 げ 部 と 、 当 該 第 ２ 折 り 曲 げ 部 か ら 伸 び る 部 分 を 、 蓋 板 の 上 面 で 折 り 曲 げ た 第 ３  
折 り 曲 げ 部 と 、 を 有 し て お り 、 前 記 底 板 は 、 第 1 折 り 曲 げ 部 と 第 ２ 折 り 曲 げ 部 と の 間 に 挟  
み 持 た れ る 部 分 を 形 成 す る 切 り 欠 き を 、 有 し て お り 、 前 記 枠 材 は 、 前 記 底 板 上 に 取 り 付 け  
ら れ 、 当 該 底 板 の 、 切 り 欠 き を 設 け る 前 の 形 状 と 同 一 の 外 周 形 状 を 有 す る 枠 材 に 、 前 記 ク  
リ ッ プ の 第 ２ 折 り 曲 げ 部 か ら 第 ３ 折 り 曲 げ 部 の 間 に あ る 部 分 を 通 す ス リ ッ ト 状 の 切 り 欠 き  
を 設 け た 形 状 を 有 し て お り 、 前 記 蓋 板 は 、 前 記 ク リ ッ プ の 第 ２ 折 り 曲 げ 部 を 上 面 側 に 通 す  
切 り 欠 き を 有 し 、 ク リ ッ プ に 留 め る こ と に よ っ て 枠 材 上 を 閉 じ 、 外 す こ と に よ っ て 開 放 す  
る よ う に 枠 材 上 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 前 記 枠 材 を 前 記 底 板 に 留 め る 連 結 部 と 、 前 記 蓋 板 の ク リ ッ プ 位 置 か ら 見 て 遠 位 側  
の 部 分 を 、 前 記 枠 材 に 枢 動 可 能 な 状 態 で 留 め る 別 の 連 結 部 と 、 を 備 え る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 蓋 板 は 、 ケ ー ス 収 納 物 を 可 視 化 す る 透 明 部 分 を 有 し て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 前 記 底 板 、 枠 材 、 蓋 板 は 、 透 明 の ア ク リ ル 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る の が  
好 ま し い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 下 か ら 上 へ と 重 ね た 、 底 板 、 枠 材 、 蓋 板 の 複 数 の 板 材 を ク リ ッ プ 留 め  
す る 部 分 の 外 形 （ 上 か ら 見 た 形 状 ） を 、 底 板 に 切 り 欠 き を つ く る 前 の 形 状 に 近 い 形 状 と す  
る こ と が で き 、 す っ き り と し た 外 形 の ケ ー ス と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ケ ー ス の （ ａ ） 表 、 （ ｂ ） 裏 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） 底 板 に ク リ ッ プ を 取 り 付 け る 工 程 を 示 し （ ｂ ） 枠 材 を 取 り 付 け る 工 程 を 示  
す 。
【 図 ３ 】 底 板 と 床 材 と を ピ ン で 固 定 す る 工 程 を 示 す 。
【 図 ４ 】 蓋 板 を 取 り 付 け る 工 程 を 示 し 、 同 時 に 、 開 状 態 に あ る 蓋 を 、 ク リ ッ プ 留 め す る 際  
の 操 作 を 図 解 す る 。
【 図 ５ 】 ケ ー ス の 変 形 例 を 示 す 。
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【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 の ケ ー ス は 、 底 板 、 枠 材 、 蓋 板 の ３ 枚 の 板 材 と 、 こ の 3 枚 の 板 材 を 留 め る ク リ ッ  
プ と 、 で 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ は 、 長 さ の あ る 板 材 を 、 断 面 視 、 略 コ 字 状 に 折 り 曲 げ  
た 構 成 の も の で 、 基 端 は 、 底 板 の 厚 み 以 下 の 長 さ 、 上 向 き に 折 り 曲 が っ て い る 第 1 折 り 曲  
げ 部 が 設 け ら れ て い る 。 更 に 、 ク リ ッ プ は 、 基 端 か ら 底 板 の 下 面 を 通 る 部 分 と 、 当 該 部 分  
の 先 端 で 、 底 板 か ら 蓋 板 へ と 向 け て 折 り 曲 げ た 第 ２ 折 り 曲 げ 部 と 、 当 該 第 ２ 折 り 曲 げ 部 か  
ら 伸 び る 部 分 を 、 蓋 板 の 上 面 で 折 り 曲 げ た 第 ３ 折 り 曲 げ 部 と 、 を 有 し て い る 。 底 板 は 、 ク  
リ ッ プ の 基 端 の 第 １ 折 り 曲 げ 部 と 第 ２ 折 り 曲 げ 部 と の 間 に 挟 み 持 た れ る 部 分 を 形 成 す る 切  
り 欠 き が 設 け ら れ て い る 。 枠 板 は 、 そ の 厚 み で 、 内 側 に ケ ー ス の 側 面 を 形 成 し 、 外 側 の 形  
状 は 、 ク リ ッ プ を 底 板 か ら 蓋 板 の 方 向 に 通 す ス リ ッ ト 状 の 切 り 欠 き を 有 し て は い る が 、 切  
り 欠 き を 設 け る 前 の 底 板 の 形 状 と 同 一 の 外 周 形 状 を 有 し て い る 。 蓋 板 は 、 ク リ ッ プ に 係 止  
さ れ る 切 り 欠 き を 有 し て い る 。 枠 材 が 、 底 板 の 切 り 欠 き に よ る 変 形 し た 処 の 形 状 を 補 う の  
で 、 下 か ら 上 へ と 重 ね た 、 底 板 、 枠 材 、 蓋 板 の 複 数 の 板 材 を ク リ ッ プ 留 め す る 部 分 の 外 形  
（ 上 か ら 見 た 形 状 ） を 、 底 板 に 切 り 欠 き を つ く る 前 の 形 状 に 近 い 形 状 と す る こ と が で き 、  
す っ き り と し た 外 形 の ケ ー ス と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 の 形 態 に 係 る ケ ー ス １ に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
　 図 １ （ ａ ） は ケ ー ス １ を 正 面 か ら 見 た 斜 視 図 、 （ ｂ ） は ケ ー ス １ を 裏 面 か ら 見 た 斜 視 図  
を 示 す 。 ケ ー ス １ は 、 そ れ ぞ れ 、 厚 さ ３ ｍ ｍ 、 1 辺 の 長 さ が １ ５ ０ ｍ ｍ の ４ 角 形 の 底 板 ２  
、 枠 材 ３ 、 蓋 板 ４ 、 を 、 説 明 の 便 宜 上 、 図 面 で 見 て 、 下 か ら 上 へ と 、 積 層 し た 複 数 の 板 材  
と 、 こ の 複 数 の 板 材 を 重 ね た 状 態 で 、 底 板 ２ の 下 面 と 蓋 板 ４ の 上 面 と を 挟 み 持 ち 、 1 つ に  
留 め る ク リ ッ プ ５ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 蓋 板 ４ は 、 ア ク リ ル 製 で 、 ケ ー ス 収 納 物 を 可 視 化 す る 透 明 部 分 を 有 し て い る 。 好 ま し く  
は 、 底 板 ２ 、 枠 材 ３ 、 蓋 板 ４ の 全 て が 透 明 ア ク リ ル 樹 脂 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ク リ ッ プ ５ は 、 厚 さ ０ ． ４ ｍ ｍ 、 幅 ５ ｍ ｍ 、 長 さ ３ ８ . ５ ｍ ｍ の 薄 い 金 属 製 、 例 え ば ス  
テ ン レ ス 製 の 板 材 （ 長 さ の あ る 板 材 ） を 、 図 １ に お い て 紙 面 に 沿 っ て 上 部 か ら 下 部 へ と 見  
た 場 合 の 断 面 視 、 略 コ 字 状 に 折 り 曲 げ た 構 成 を 有 し て い る 。 詳 し く は 、 ク リ ッ プ ５ は 、 底  
板 ２ の 下 面 に お い て 、 当 該 底 板 の 厚 み （ ３ ｍ ｍ ） 以 下 の 長 さ （ 例 え ば ２ . ５ ｍ ｍ ） 、 上 向  
き に 折 り 曲 が っ て い る 第 1 折 り 曲 げ 部 ５ ａ を 基 端 に 有 し て お り 、 当 該 基 端 か ら 底 板 の 下 面  
を 通 る 部 分 ５ ｂ （ 長 さ １ ５ ｍ ｍ ） と 、 当 該 部 分 ５ ｂ の 先 端 で 、 底 板 ２ か ら 蓋 板 ４ へ と 向 け  
て 折 り 曲 げ た 第 ２ 折 り 曲 げ 部 ５ ｃ と 、 第 ２ 折 り 曲 げ 部 ５ ｃ か ら 伸 び る 部 分 を 、 蓋 板 ４ の 上  
面 で 折 り 曲 げ た 第 ３ 折 り 曲 げ 部 ５ ｄ と 、 を 有 し て い る 。 な お 、 第 ３ 折 り 曲 げ 部 ５ ｄ か ら ク  
リ ッ プ ５ の 先 端 ま で の 長 さ は 、 例 え ば １ ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ （ ａ ） は 、 底 板 ２ へ の ク リ ッ プ ５ の 取 り 付 け を 説 明 す る 図 で 、 （ ｂ ） は 枠 材 ３ の 取  
り 付 け を 説 明 す る 図 。 底 板 ２ は 、 厚 さ ３ ｍ ｍ 、 １ 辺 が １ ５ ０ ｍ ｍ の ４ 角 形 の 部 材 で 、 点 線  
で 描 く 部 分 ２ ａ 、 ２ ｂ が 切 欠 か れ て い る 。 こ の 切 欠 い た 部 分 ２ ｃ の 幅 Ｗ １ は 、 ク リ ッ プ ５  
の 底 板 ２ の 下 面 を 通 る 部 分 ５ ｂ の 長 さ と 同 一 （ １ ５ ｍ ｍ ） で 、 ク リ ッ プ ５ の 第 1 折 り 曲 げ  
部 ５ ａ と 第 ２ 折 り 曲 げ 部 ５ ｃ と の 間 に 挟 み 持 た れ る 。 当 該 構 成 に よ り 、 ク リ ッ プ ５ は 底 板  
２ に 固 定 さ れ る 。 な お 、 底 板 ２ に は 、 グ リ ッ プ ５ の 位 置 か ら 見 て 孔 ２ ｄ の 遠 位 側 の 部 分 に  
別 の 孔 ２ ｅ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 枠 材 ３ は 、 厚 さ ３ ｍ ｍ 、 １ 辺 の 長 さ が １ ５ ０ ｍ ｍ の ４ 角 形 で  
、 内 側 に １ 辺 の 長 さ が １ １ ０ ｍ ｍ の ４ 角 形 の 開 口 ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 枠 材 ３ の 厚 み が  
、 ケ ー ス １ の 深 さ と な る 。 枠 材 ３ は 、 底 板 ２ の 、 切 り 欠 き ２ ａ 、 ２ ｂ を 設 け る 前 の 形 状 と  
同 一 の 外 周 形 状 を 有 す る 。 な お 、 枠 材 ３ に は 、 ク リ ッ プ ５ の 第 ２ 折 り 曲 げ 部 ５ ｃ か ら 第 ３  
折 り 曲 げ 部 ５ ｄ の 間 に あ る 部 分 を 通 す 、 １ ． ５ ｍ ｍ 幅 で ６ ｍ ｍ 深 さ の ス リ ッ ト 状 の 切 り 欠  
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き ３ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 枠 材 ３ に は 、 底 板 ２ の 孔 ２ ｄ 、 ２ ｅ と 同 一 の 場 所 に 同 径  
の 孔 ３ ｃ 、 ３ ｄ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 し た 手 順 で 積 み 重 ね た 底 板 ２ 及 び 枠 材 ３ の 孔 ２ ｄ 、 ３ ｃ  
に 底 板 ２ 及 び 枠 材 ３ の 厚 み 分 、 本 実 施 形 態 で は 長 さ ６ ｍ ｍ の ピ ン ６ を 差 し 込 み 、 こ の ２ 枚  
の 板 材 を 固 定 す る 様 子 を 示 す 。 ピ ン ６ は 、 枠 材 ３ を 底 板 ２ に 留 め る 連 結 部 と し て 機 能 す る  
。 枠 材 ３ は 、 こ の ピ ン ６ と 、 ク リ ッ プ ５ の 第 ２ 折 り 曲 げ 部 ２ ｃ と 第 ３ 折 り 曲 げ 部 ２ ｄ と の  
間 の 部 分 （ 図 ２ （ ｂ ） を 参 照 ） と で 挟 み 持 た れ る こ と と な り 、 位 置 が 固 定 さ れ る 。 当 該 構  
成 に よ っ て 、 底 板 ２ 及 び 枠 材 ３ と に よ り 、 枠 材 ３ の 厚 み の 深 さ の 容 器 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 ク リ ッ プ ５ を 、 孔 ２ ｄ 、 ３ ｃ を 通 る ピ ン ６ に よ っ て 固 定 す る た め 、 ク リ ッ プ ５ か  
ら 伸 び 、 底 板 ２ に 設 け て あ る 孔 ２ ｄ に 覆 い 被 さ り 、 当 該 孔 ２ ｄ と 同 径 の 開 口 を 有 す る 拡 張  
部 分 を 備 え て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に は 、 ピ ン ６ に 中 空 の 管 状 の 物 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 キ ー ホ ル ダ ー の リ ン グ 、 ス  
ト ラ ッ プ 等 を 通 す こ と に よ っ て 、 外 形 の す っ き り 感 を 損 な う こ と な く 、 携 帯 し た り 、 吊 り  
下 げ て 飾 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ ま で の 手 順 で 組 み 立 て ら れ た 底 板 ２ 、 枠 材 ３ 、 ク リ ッ プ ５ の 構 造 物 に 、 蓋  
板 ４ を 取 り 付 け る 様 子 を 示 す 。 蓋 板 ４ は 、 厚 さ ３ ｍ ｍ 、 １ 辺 の 長 さ が １ ５ ０ ｍ ｍ の ４ 角 形  
で 、 図 ２ （ ａ ） に お い て 点 線 で 描 い て 示 し た 底 板 ２ の 切 り 欠 き ２ ｂ と 同 一 の 位 置 に 、 点 線  
で 描 く 切 り 欠 き ４ ｂ を 有 す る 構 造 、 即 ち 、 ク リ ッ プ ５ の 第 ２ 折 り 曲 げ 部 ５ ｃ を 蓋 材 ４ の 上  
面 側 に 通 す 切 り 欠 き を 有 し て い る 。 な お 、 点 線 で 描 く 切 り 欠 き ４ ａ に つ い て は 、 本 実 施 形  
態 で は 切 欠 い て い る が 、 必 須 の 切 り 欠 き で は 無 い 。 蓋 板 ４ は 、 ク リ ッ プ ５ か ら 遠 位 の 位 置  
、 底 板 ２ の 孔 ２ ｅ 及 び 枠 材 ３ の 孔 ３ ｄ と 同 一 の 場 所 に 同 径 の 孔 ４ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 当  
該 構 成 の 蓋 板 ４ は 、 底 板 ２ の 孔 ２ ｅ 、 枠 材 ３ の 孔 ３ ｄ 、 及 び 孔 ４ ｃ に 、 底 板 ２ 、 枠 材 ３ 及  
び 蓋 板 ４ の 厚 み の 分 、 本 実 施 形 態 で は 長 さ ９ ｍ ｍ の ピ ン ７ を 差 し 込 み 、 底 板 ２ 及 び 枠 材 ３  
で 構 成 さ れ る 容 器 に 対 し て 、 ピ ン ７ を 軸 と し て 回 動 可 能 な 状 態 で 固 定 さ れ る 。 ピ ン ７ は 、  
蓋 板 ４ の ク リ ッ プ 位 置 か ら 見 て 遠 位 側 の 部 分 を 、 枠 材 ３ に 枢 動 可 能 な 状 態 で 留 め る 、 ピ ン  
６ と は 別 の 連 結 部 と し て 機 能 す る 。 当 該 構 成 に お い て 、 ピ ン ７ で 固 定 さ れ た 蓋 板 ４ を 矢 印  
８ 方 向 に 回 動 さ せ て 、 枠 材 ３ と ク リ ッ プ ５ と の 間 に 差 し 込 む こ と に よ っ て 、 枠 材 ３ 上 面 を  
閉 じ た 状 態 と な る 。 蓋 板 ４ を ク リ ッ プ ５ か ら 外 す こ と に よ っ て 枠 材 ３ 上 面 を 開 放 す る 、 即  
ち 、 ケ ー ス １ の 中 に 枠 材 ３ よ り も 薄 い 厚 さ の ア ク リ ル 人 形 を 入 れ る こ と が で き る よ う に な  
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 蓋 板 ５ を 矢 印 ８ の 向 き に 回 動 す る 際 、 枠 材 ３ の 上 面 が ガ イ ド の 役 割 を 果 た す た め 、 枠 材  
３ の 厚 み よ り 薄 い ア ク リ ル 人 形 を 傷 つ け る 恐 れ が 無 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 蓋 板 ４ は 、 枠 材 ３ 上 に ピ ン ７ で 留 め る 構 成 を 採 用 し た が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 例 え  
ば 、 ピ ン ７ の 代 わ り に 、 蓋 板 ４ に ピ ン 状 の 突 起 を 設 け て 置 き 、 枠 材 ３ の 孔 ３ ｄ に 留 め る よ  
う な 構 成 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 説 明 し た 手 順 で 、 完 成 さ れ る ケ ー ス １ は 、 底 板 ２ に 設 け ら れ た 切 り 欠 き ２ ａ 、 ２ ｂ  
に よ る 形 状 変 化 を 、 枠 材 ３ が 補 う 。 重 ね 合 わ せ て 看 者 に 見 え る ク リ ッ プ 留 め す る 部 分 の 形  
状 、 即 ち 、 下 か ら 上 へ と 重 ね た 、 底 板 、 枠 材 、 蓋 板 の 複 数 の 板 材 を ク リ ッ プ 留 め す る 部 分  
の 外 形 （ 上 か ら 見 た 形 状 ） を 、 底 板 に 切 り 欠 き を つ く る 前 の 形 状 に 近 い 形 状 と す る こ と が  
で き 、 す っ き り と し た 外 形 の ケ ー ス と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 透 明 ア ク リ ル 樹 脂 は 、 円 形 又 は 外 部 の 縁 か ら 始 ま る ス リ ッ ト で 無 い 、 矩 形 の 孔 、 具 体 的  
に は ク リ ッ プ ５ を 通 す １ ． ５ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ の 矩 形 の 孔 を 開 け る 加 工 が 難 し く 、 蓋 板 4 の 開  
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閉 に 伴 う ク リ ッ プ ５ の 動 き に よ っ て 、 ひ び 割 れ る お そ れ が 高 く 、 底 板 ２ の 様 に 大 き く 切 欠  
く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し か し 、 本 考 案 の ケ ー ス に よ れ ば 、 蓋 板 ４ の 開 閉 に 伴 う ク リ ッ プ ５ の 動 き に 対 し 力 の 作  
用 を あ ま り 受 け な い 構 造 の 枠 材 ３ を 使 っ て 、 そ の 外 形 を 補 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 考 案 は 、 上 記 各 種 実 施 形 態 の 構 成 に 限 ら れ ず 、 考 案 の 趣 旨 を 変 更 し な い 範 囲 で  
種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 ケ ー ス ５ の 外 形 は 、 ４ 角 形 に 限 ら ず 、 図 ５ に 示 す 変 形  
例 に 係 る ケ ー ス １ ０ の よ う に ハ ー ト 型 で あ っ て も 良 い 。 ハ ー ト 形 の ケ ー ス １ ０ は 、 ハ ー ト  
形 の 底 板 １ ２ 、 枠 材 １ ３ 、 蓋 板 １ ４ を 積 み 重 ね た 構 造 物 を ク リ ッ プ １ ５ で 留 め る 。 ク リ ッ  
プ １ ５ の 構 造 は ク リ ッ プ ５ と 同 一 で 、 底 板 １ ２ 、 枠 材 １ ３ 、 及 び 蓋 板 １ ４ を ク リ ッ プ で 留  
め る 部 分 の 構 成 は 底 板 ２ 、 枠 材 ３ 及 び 蓋 材 ４ と 同 一 で 、 こ こ で の 重 し た 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 底 板 ２ 、 枠 材 ３ の 部 材 は 、 透 明 ア ク リ ル 樹 脂 の 代 わ り に 、 半 透 明 、 不 透 明 の 樹 脂  
板 を 採 用 し て も 良 い 。 蓋 板 ４ は 、 一 部 が デ ィ ス プ レ イ 用 に 透 明 に な っ て い る 樹 脂 を 採 用 し  
て も 良 い 。 ク リ ッ プ ５ は 、 樹 脂 製 と し て も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 考 案 の ケ ー ス は 、 枠 材 の 厚 み を 変 え る だ け で 、 容 器 の 深 さ を 変 え れ る の で 、 ア ク リ ル  
人 形 を 入 れ る だ け で な く 、 ぬ い ぐ る み 人 形 、 写 真 、 ト レ ー デ ィ ン グ カ ー ド 、 そ の 他 、 デ ィ  
ス プ レ イ を 望 む も の を 入 れ る す っ き り と し た 外 形 の ケ ー ス と し て 種 々 使 用 す る こ と が で き  
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ 、 １ ０         ケ ー ス
２ 、 １ ２         底 板
２ ａ 、 ２ ｂ       底 板 の 切 り 欠 き
３ 、 １ ３         枠 材
３ ｂ             枠 材 の ス リ ッ ト
４ 、 １ ４         蓋 板
４ ｂ             蓋 板 の 切 り 欠 き
５               ク リ ッ プ
５ ａ             ク リ ッ プ の 第 １ 折 り 曲 げ 部
５ ｂ             ク リ ッ プ の 基 端 か ら 底 板 の 下 面 を 通 る 部 分
５ ｃ             ク リ ッ プ の 第 ２ 折 り 曲 げ 部
５ ｄ             ク リ ッ プ の 第 ３ 折 り 曲 げ 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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